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《お知らせ》 

・冬期特別講習会は 12 月 19 日（土）から 1

月 7日(木)に開催されます。 

2026年 12月のお休み 

   
※水曜日、祝日、第 5週はお休みです。  

・授業の振替有効期間は 2か月間です。 

年末年始のお休みは、12 月 29 日(火)から 1

月 3日(日)までです。 

 
 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 休 3 4 5

6 7 8 9 休 10 11 12

13 14 15 16 休 17 18 19

20 21 22 23 休 24 25 26

27 28 29 休 30 休 31 休

2026年　12月

風葉（ふうよう） 
  

風に吹かれる草木の葉や、風に吹かれて散る木の葉を「風葉」といいます。 

昔の人は、運命に翻弄されるはかない人生を、風葉にたとえました。ですが、強

い風にひるがえる木の葉たちは、必死で枝にしがみついているようです。 

実際、そう簡単には散りません。役目を終えてようやく散っていくのです。そして、

散ることもまた、葉に与えられた役目なのです。 

身近な自然に目を向けると、何気ない景色の中にも、子どもたちの興味や発見

につながるものがたくさんあります。 

     

 興味をもつ力 

 
ノーベル受賞者の話を聞くと、研究や発

見の始まりには、「なぜだろう」「もっと知りた

い」という興味や好奇心があることに気づか

されます。 

子どもたちにとっても、興味をもつことは

学びの大切なきっかけです。ギルフォード

理論でも、一つの答えだけでなく、いろいろ

な方向から考え、新しい発想を生み出す力

が大切にされています。 

積み木の課題でも、興味をもつと「こうし

たらどうなるかな」「別の方法もあるかな」と、

子どもたちの考えが広がっていきます。 

「おもしろそう」「やってみたい」という気持

ちを大切にしながら、新しい発見につなげ

ていきたいと思います。 


